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油脂類に関する特例 
 
MARPOL 附属書Ⅱ（抄） 
 
第 4 規則 1.3 

主管庁は、IBC コードの第 17 章の関係する脚注に特定された個別に分類され

た植物油の運送を認定された船舶に対し、第 11 規則に規定する運送要件を免除

することができる。ただし、その船舶は、次の要件に適合することが条件であ

る。 
 1 この規則に従い、NLS ﾀﾝｶｰは、貨物ﾀﾝｸの配置を除いて、IBC コードに特

定されている船型要件 3 のすべての要件に適合していること。 
 2 この規則に従い、貨物ﾀﾝｸは船内で次の距離に配置されるものとする。貨

物ﾀﾝｸの全体は、下記のようなオイルを運送するﾀﾝｸ以外のﾊﾞﾗｽﾄﾀﾝｸ又は空間

によって防護されるものとする。 
   1 貨物ﾀﾝｸが船側外板の基線が船内側のすべての場所で 760mm以上に配

置されるように、ｳｨﾝｸﾞﾀﾝｸ又は空間が配置されている。 
   2 二重底ﾀﾝｸ又は空間が、貨物ﾀﾝｸの船底と船底外板に直角に測定された

船底外板基線との間の距離が中心線において B/15 以上又は 2.0m 以上の

どちらか小さい方であるように配置されている。その最小距離が 1.0m
である。 

   3 当該証書に免除が示されている。 
 
第 11 規則 
設計、建造、装置及び作業 

1 国際ﾊﾞﾙｸｹﾐｶﾙｺｰﾄﾞの第 17 章に登録されたばら積み有害液体物質の輸送が

認定された船舶の設計、建造、装置及び業務は、次の規定に適合するよう当

該物質の海洋への無制限の排出を最小限に抑制すること。 
1 ｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰが 1986 年 7 月 1 日以降に建造されている場合には国際ﾊﾞﾙｸｹﾐｶ

ﾙｺｰﾄﾞ；または 
2 次の船舶については、ﾊﾞﾙｸｹﾐｶﾙｺｰﾄﾞの第 1.7.2 項； 
  1 建造契約が 1973 年 11 月 2 日以降に締結され 1986 年 7 月 1 日より前

に建造された船舶であり、条約の他の締約国の管轄下にある港又は係

留施設へ航海する船舶、及び 
  2 1983 年 7 月 1 日以降 1986 年 7 月 1 日より前に建造された船舶で、そ

の船舶の旗国内の港又は係留施設間のみを航海する船舶 
3 次の船舶については、ﾊﾞﾙｸｹﾐｶﾙｺｰﾄﾞの第 1.7.3 項； 
  1 建造契約が 1973 年 11 月 2 日より前に締結された船舶であり、条約

の他の締約国の管轄下にある港又は係留施設へ航海する船舶、及び 
  2 1986 年 7 月 1 日より前に建造された船舶で、その船舶の旗国内の港

又は係留施設間のみを航海する船舶 
2 国際ﾊﾞﾙｸｹﾐｶﾙｺｰﾄﾞの第 17 章に登録されたばら積み有害液体物質の輸送が

認定されたｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰ又は液化ｶﾞｽ輸送船以外の船舶に関しては、主管庁は機関

の策定したｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づいて適当な措置を確立し、当該物質の海洋への無

制限な排出を最小限に抑えられるような規定となるようにすること。 
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